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平
成
24
年
度
か
ら
緊
急
時
の
災

害
情
報
や
災
害
時
の
「
避
難
勧

告
」
お
よ
び
「
避
難
指
示
」
な
ど

を
放
送
す
る
た
め
に
、
市
内
の
各

所
に
設
置
す
る
屋
外
子
局
の
ス
ピ

ー
カ
ー
（
拡
声
器
）
か
ら
デ
ジ
タ

ル
方
式
の
無
線
放
送
を
行
う
「
防

災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
」
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
放
送
設
備
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
平
常
時
に
は

行
政
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

●
な
ぜ
整
備
す
る
の
か
？

　

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
は
、

市
が
独
自
無
線
通
信
経
路
を
保
有

し
て
、
特
に
災
害
時
に
お
い
て
他

の
事
情
に
と
ら
わ
れ
ず
、
必
要
な

情
報
の
伝
達
と
情
報
収
集
を
可
能

と
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

本
市
で
は
、
近
い
将
来
に
発
生

が
予
想
さ
れ
る
次
期
南
海
地
震
に

お
い
て
震
度
６
強
が
想
定
さ
れ
、

津
波
に
よ
る
死
者
は
196
人
、
揺

◆
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
を

　

整
備
し
ま
す

れ
（
家
屋
倒
壊
）
に
よ
る
死
者
は

191
人
、
同
負
傷
者
は
603
人
、
が
け

崩
れ
に
よ
る
死
者
は
22
人
、
同
負

傷
者
は
28
人
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
住
宅
が
密
集
し
て
い

る
市
街
地
で
は
地
震
に
よ
る
大
規

模
な
火
災
に
よ
り
、
多
く
の
死
傷

者
が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
（
第
２
次
高
知
県
地
震
対

策
基
礎
調
査
平
成
18
年
７
月
、
安

政
南
海
地
震
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8.4

を
想
定
）。

　

現
在
、
本
市
の
防
災
情
報
の
伝

達
方
法
は
、

①
市
消
防
本
部
が
開
設
し
て
い
る

　

消
防
団
緊
急
伝
達
シ
ス
テ
ム

（
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
・
広
報
）

②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民
間
に
よ
る
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
の
無
線
系
情

報
伝
達

③
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
に
よ
る

有
線
系
情
報
伝
達

④
自
主
防
災
会
や
自
治
会
、
消
防

団
ら
に
よ
る
住
民
相
互
間
の
口

頭
伝
達

⑤
広
報
車
に
よ
る
巡
回

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
伝
達
方
法
は
、
市
民

お
よ
び
一
時
滞
在
者
に
対
し
て
の

情
報
を
伝
達
す
る
場
合
に
、
一
斉

・
同
時
に
市
全
域
を
網
羅
で
き
な

い
た
め
、
南
海
地
震
や
そ
の
他
の

大
規
模
災
害
発
生
時
に
十
分
に
情

報
収
集
・
伝
達
・
安
否
確
認
な
ど

が
果
た
せ
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
被
災
集
落
と
災
害

対
策
本
部
を
結
ぶ
双
方
向
通
信
や
、

文
字
表
示
板
の
設
置
に
よ
り
視
覚

に
訴
え
る
情
報
伝
達
機
能
を
持
っ

た
、
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の

整
備
に
よ
る
防
災
情
報
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協

力
の
お
か
げ
で
、
姉
妹
都
市
岩
沼

市
も
復
興
に
向
け
、
一
歩
ず
つ
歩

み
始
め
て
い
ま
す
。

『
が
ん
ば
ろ
う
岩
沼　

そ
し
て
決
し
て
あ
き
ら
め
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
岩
沼
』

を
合
い
言
葉
に
岩
沼
市
民
の
皆
さ

ん
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
岩
沼
市
震
災
義
援
金
」

の
受
付
は
、
５
月
31
日
を
も
っ
て

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
昭

和
48
年
か
ら
姉
妹
都
市
と
し
て
交

流
を
続
け
て
い
る
岩
沼
市
を
支
援

す
る
た
め
、
岩
沼
市
に
限
定
し
た

義
援
金
口
座
を
開
設
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
際
、

『
こ
の
義
援
金
は
、
姉
妹
都
市
岩

沼
市
へ
の
限
定
さ
れ
た
義
援
金
と

な
り
ま
す
の
で
、
税
の
寄
附
金
控

除
に
は
該
当
い
た
し
ま
せ
ん
』

と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
寄
附

金
控
除
（
法
人
は
損
金
扱
い
）
の

対
象
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、「
岩
沼
市
震
災

義
援
金
」
の
支
援
を
行
っ
た
方
に

対
し
て
、
確
定
申
告
時
に
寄
附
金

控
除
の
証
明
書
類
と
な
る
「
預
り

証
」
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
必
要

な
方
は
申
し
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
銀
行
に
納
め
ら
れ
た
振

込
票
の
控
え
を
お
持
ち
の
方
は
、

そ
の
控
え
が
証
明
書
類
と
な
り
ま

す
。

　
■
発
行
期
間
／
９
～
10
月

■
発
行
担
当
課
／
税
務
課

※
義
援
金
預
り
証
発
行
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、税
務
課
（
☎
８
８
０
・

６
５
５
４
）
ま
で

「
岩
沼
市
震
災
義
援
金
」
の

　
　
　
　

寄
附
金
控
除
に
つ
い
て

３／14　姉妹都市岩沼市復旧支援対策本部の設置

同日夜　副市長・市職員２名　出発（15日到着、16日帰庁）
　　　　衛星携帯電話・ガソリンなどの物資を持参

３／15～18　市民に救援物資提供を依頼
　　　　　　提供依頼物資：
　　　　　　　下着・肌着、タオル・バスタオル、乾電池

３／18　給水車両　出発：市職員１名、元職員１名
　　　　（19日到着、20・21日給水活動、23日帰庁）
　　　　給水タンク500ℓ６基、300ℓ３基、計3.9ｔ       

３／19　救援物資　出発（20日到着、21日帰庁）
　　　　輸送トラック10ｔ車４台、市職員３名
　　　　市民・企業から提供を受けた物資など
　　   　　水、水入れ袋、無洗米、粉ミルク、紙おむつ、
　　　　　生理用品、トイレットペーパー、ティッシュペ
　　　　　ーパー、ポータブルトイレ、下着・肌着、乾電
　　　　　池、タオル、野菜など
　　　
３／29　救援物資第２陣　出発（30日到着）
　　　　輸送トラック10ｔ車２台
　　　　　水、ポータブルトイレ、洗濯用液体洗剤、食洗
　　　　　用洗剤、紙皿・紙コップ、生理用品、タオル、
　　　　　トイレットペーパー、下着、歯ブラシ、長靴、
　　　　　作業用手袋など

４／23～30　消防団員13名・市職員10名・市消防職員 1 名
　　　　　　の派遣（消防団関係の義援金を持参）

５／７～14　第２次　消防団員14名・市職員９名・市消防
　　　　　　職員１名の派遣

５／11　市長・議長がお見舞いと励ましのため訪問

　～５／31　岩沼市震災義援金の受付終了

南国市の救援活動（岩沼市分まとめ）

岩
沼
市
復
旧
支
援

広
報
い
わ
ぬ
ま
災
害
臨
時
号

（
３
月
28
日
発
行
全
２
ペ
ー
ジ
）

広
報
い
わ
ぬ
ま
災
害
臨
時
号
②

（
４
月
15
日
発
行
全
９
ペ
ー
ジ
）
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